
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

校
長 

 

小
林 

宏 

  

本
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

  

本
日
、
冬
季
休
業
日
を
終
え
、
三
学
期

を
迎
え
た
子
供
た
ち
と
、
新
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
日
本
漢
字
能
力
検
定

協
会
に
よ
る
毎
年
の
世
相
を
一
字
で
表
す

「
今
年
の
漢
字
」
が
『
令
』
に
決
ま
っ
た

よ
う
に
、
元
号
が
改
元
と
な
る
な
ど
、
時

代
の
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

              

本
年
は
、
元
号
が
『
令
和
』
に
な
っ
て

初
め
て
迎
え
る
新
年
で
あ
り
、
今
年
の
干

支
は
、『
子
』
で
す
。「
漢
書 

律
暦
志
（
中

国
の
歴
史
書
）
」
に
よ
り
ま
す
と
、
『
子
』

は
「
増
え
る
」
を
意
味
す
る
「
孳
（
し
）
」

で
、
植
物
が
子
孫
を
増
や
そ
う
と
成
長
し

始
め
る
種
子
の
状
態
を
表
す
と
解
釈
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、『
子
』
は
、
十
二
支
の

中
で
一
番
目
に
数
え
ら
れ
、
再
び
新
し
い

十
二
支
の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

東
京2

0
2

0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と
い
う
大
き
な
大
き

な
催
し
を
予
定
し
て
い
る
令
和
二
年
は
、 

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
新
し
い
学
習
指 

導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
る
大
き
な
節
目 

               

に
な
る
年
で
す
。
さ
ら
に
、

田
無
小
学
校
は
、
左
上
の

校
舎
の
写
真
の
変
遷
の

と
お
り
、
本
年
の
夏
季
休

業
日
中
に
第
二
期
大
規

模
改
修
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

百
四
十
七
年
目
を
迎

え
る
本
校
の
歴
史
と
伝

統
を
大
切
に
し
つ
つ
、
改

修
工
事
に
よ
っ
て
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
る
校
舎

と
と
も
に
、
全
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本

年
も
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

    

30 28 27 24 23 20 18 17 16 15 14 13 10 ９ ８ 一

月

の

主

な

行

事

予

定 

木 火 月 金 木 月 土 金 木 水 火 月 金 木 水 

音
楽
集
会 

そ
り
遊
び
（
わ
） 

児
童
朝
会 

短
な
わ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始 

社
会
科
見
学
（
３
） 

児
童
集
会 

特
別
時
程
・
午
前
授
業 

児
童
朝
会 

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ
見
学
（
３
） 

小
金
井
公
園
（
わ
） 

計
測
（
２
） 

学
校
公
開 

土
曜
時
程 

認
知
症
（
６
） 

道
徳
地
区
公
開
講
座 

 

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
（
３
） 

校
内
書
初
展
始 

計
測
（
わ
） 

児
童
集
会 

避
難
訓
練
（
不
審
者
対
応
） 

計
測
（
５
） 

は
つ
ら
つ
タ
イ
ム 

計
測
（
４
） 

児
童
朝
会 

委
員
会 

計
測
（
３
） 

五
時
間
授
業
（
三
年
以
下
） 

成
人
の
日 

水
曜
時
程
・
五
時
間
授
業 

計
測
（
６
） 

音
楽
集
会 

計
測
（
１
） 

始
業
式 

給
食
始 

午
前
授
業 

真 

誠 
 

学校だより   

№9 

 

西東京市立  

田無小学校  

 

令 和 ２ 年    

１月８日 

い
…
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会 

虐
…
児
童
虐
待
防
止
校
内
委
員
会 

平成３１年４月 

令和元年１２月 

令和２年９月（第２期大規模改修工事終了後） 

■
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
■ 

昨
年
の
学
校
公
開
・
学

校
行
事
等
で
は
、
上
履
き

持
参
や
自
転
車
で
の
来

校
禁
止
に
つ
い
て
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
も
、
引
き

続
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

第１期工事

終了（西側） 

※今月のスクールカウンセラー来校日は９日、16 日、30 日です。相談のある方は、来校日に直接又は、担任を通して申し

込むか、来校日の AM9:00～9:20に 463-5902（相談室直通）または学校に連絡してください。 



こんがｋｋ 

図
工
室
の
風
景 

図
工
専
科 

阿
部 

満
理
子 

 

二
学
期
は
様
々
な
学
校
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
図
工
の
授
業
で
は
、
行
事
に
関
し
た
題

材
を
取
り
入
れ
、
児
童
が
学
び
、
体
験
し
た
こ
と
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
十
一
月
の
音
楽
会
で
は
、
四
・
五
・
六
年
生
が
本
番
で
歌
う
曲
か
ら
発
想
を

広
げ
、
版
画
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
音
楽
の
学
習
で
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
を
深
め
て
歌
詞
や
旋
律
か
ら
発
想
を
広
げ
て
図
案
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
三
年
生
の
授
業
で
は
、
課
題
曲
か
ら
連
想
し
、
宇
宙
船
を
テ
ー
マ
に

木
工
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
初
め
て
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
た
題
材
で
し
た
が
、
曲
へ
の
思

い
や
木
へ
の
関
心
か
ら
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

自
分
の
思
い
と
向
き
合
い
表
現
す
る
こ
と
は
、
大
人
で
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
ご
家
庭

で
も
作
品
を
通
し
て
、
児
童
の
豊
か
な
思
い
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

書
き
初
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
見 

真
弓 

日
本
の
伝
統
や
文
化
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
無
形
文
化
遺
産
に
も
な

っ
て
い
る
和
食
は
、
日
本
の
誇
り
で
す
。「
書
き
初
め
」
も
日
本
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。

最
近
は
、
個
人
で
行
う
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
「
書
写
」
の
時
間
の
中
で
、「
日

本
の
伝
統
行
事
に
ふ
れ
る
」
「
児
童
の
個
性
や
特
有
の
伸
張
を
図
る
」
「
文
字
へ
の
関
心
や

文
字
感
覚
を
育
て
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
、
一
月
に
書
き
初
め
を
行
い
ま
す
。
お
手
本
を
見

て
書
く
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
練
習
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
の
思
い
や
自
分

ら
し
さ
が
、
文
字
に
表
れ
て
く
る
お
も
し
ろ
さ
が
書
き
初
め
に
は
あ
り
ま
す
。
練
習
か
ら

本
番
ま
で
集
中
を
切
ら
さ
ず
に
取
り
組
む
こ
と
、
書
い
た
あ
と
の
満
足
感
、
日
本
の
よ
さ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
指
導
し
て
い
き
ま
す
。（
一
、
二
年
生
は
硬
筆
に
取
り
組
み
ま
す
。） 

 

校
内
の
書
き
初
め
展
は
、
一
月
十
七
日(

金)

か
ら
二
月
一
日(

土)

ま
で
で
す
。
各
教
室

廊
下
に
掲
示
し
ま
す
。
一
人
一
人
の
思
い
が
つ
ま
っ
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

食
育
と
落
語
の
融
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄
養
教
諭 

 
 

根
本 

紀
子 

 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
容
易
に
口
に
す
る
も
の
が
手
に
入
る
時
代
。
手
軽
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
「
食
」
に
つ
い
て
、
も
っ
と
興
味
関
心
を
も
つ
た
め
に
、
十
二
月
十
四
日
（
土
）

の
食
育
講
演
会
の
企
画
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
和
食
」
と

「
落
語
」
の
融
合
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
学
生
落
語
家
さ
ん
が
演
じ
る
食
べ
物
を
題
材

に
し
た
落
語
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
の
大
切
さ
や
日
本
の
伝
統
文
化
の
尊
さ
を
学
び
ま
し

た
。
題
材
と
し
た
噺
は
、
落
語
の
代
表
的
な
も
の
で
一
度
は
聞
い
て
お
く
と
よ
い
噺
で
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
題
材
と
な
っ
た
食
べ
物
を
食
べ
た
く
な
っ
た
様
子
で
し
た
。
同
日
の

三
校
時
の
食
育
授
業
の
学
習
と
あ
わ
せ
、
食
に
つ
い
て
今
一
度
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
子
供
の
食
事
を
考
え
る
と
き
、
何
を
食
べ
る
の
か
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う

に
食
べ
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ご
家
庭
で
も
生
涯
の
健
康
の
た
め
に
、
食
に

つ
い
て
考
え
る
時
間
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

子
供
た
ち
の
あ
ゆ
み 

わ
か
ば
学
級 

渡
邉 

真
南 

 

わ
か
ば
学
級
で
は
、
十
二
月
十
三
日
（
金
）
に
、
今
学
期
の
学
習
の
ま
と
め
と
し
て
、

全
学
年
で
お
楽
し
み
会
を
行
い
ま
し
た
。
六
年
生
を
中
心
に
会
の
内
容
を
考
え
、
各
学
年

で
役
割
を
分
担
し
ま
し
た
。
一
年
生
と
二
年
生
は
会
場
の
装
飾
作
り
、
三
年
生
と
四
年
生

は
会
場
用
と
配
布
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
、
五
年
生
は
ゲ
ー
ム
の
企
画
と
進
行
、
六
年
生

は
全
体
の
司
会
進
行
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
準
備
は
、
前
日
ま
で
協
力

し
て
取
り
組
む
熱
心
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

音
楽
会
で
取
り
組
ん
だ
「
ソ
ー
ラ
ン
節
（
ロ
ッ
ク
風
）
」
の
合
奏
や
、
リ
ズ
ム
の
学
習
で

行
っ
て
い
る
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
も
行
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
に
も
参
観
し
て
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
自
身
が
互
い
に
二
学
期
の
あ
ゆ
み
を
認
め
合
う
こ
と
の
で
き
る
素
敵
な
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学
び
に
自
信
を
も
っ
て
、
今
学
期
も
学
習
や
行
事
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 


